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1 ．はじめに
1.1　本研究の目的
大学卒業者の就職プロセスをめぐっては，これまで
も数多くの研究がなされてきた．近年では特に，経済
産業省の「社会人基礎力」に代表されるような「非認
知的能力」や「キーコンピテンシー」などへの注目の
高まりによって，こうしたスキルや能力の獲得状況と
就職の関連を検討するといった研究が増加している．
本研究もこうした「能力やスキルの獲得が就職・キャ
リア形成の可能性を高める」という視点を共有するも
のではあるが，キャリア形成支援に活用していくこと
を念頭に置き，「就職・キャリア形成を困難にする要
因は何か」を検討することを目的とする．これは，能
力やスキルの獲得が先行するという時間的にも理念的
にも整合的な関係を前提としつつ，あえて，就職活動
や内定獲得の状況から，そのプロセスや結果をもたら
した要因，特に負の方向に働いた要因を抽出すること
を企図したものである．
また本稿では，実践的課題への貢献という観点から，
外国人留学生を研究の対象として，彼らの日本での就
職活動に着目した．外国人留学生の日本におけるキャ
リア形成や就職活動に関するこれまでの研究では，日
本人学生に比べて就職活動のプロセスについての理解
度が相対的に低く，活動開始時期が遅れることなどが
課題として指摘されてきた．しかし就職活動における
「困難さ」という観点からは，日本人学生との共通点
や相違点が明らかになっておらず，日本人学生との比
較を通じた外国人留学生の就職活動・キャリア形成に
おける支援の留意点について検討の余地がある．実践
面においても，文部科学省委託事業「留学生就職促進
プログラム」が2017年度からスタートしていることか
らもわかるとおり，外国人留学生の日本での就職支援
の取り組みも本格化しつつあり，研究成果の活用への
期待も大きい．
なお，上述の 2つの視点，すなわち，外国人留学生
か否かという軸と，就職活動で成功を収めたか否かと
いう軸との組み合わせから単純化して考えれば， 4つ
の象限が構成可能である．本稿では「就職活動での成
功」を「志望業界の企業から内定を獲得し，就職活動
の結果に学生本人が満足し，自分の意志で就職活動を
終了していること」と定義する．本稿はこのうちの外
国人留学生に関わる 2つの象限部分を扱った研究とし
て位置づけられるが，その他の象限についても引き続
き研究の対象として扱っていくことを計画している．
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外国人留学生数の増加と共に，日本で就職を希望する外国人留学生数も増加し，内定獲得まで順調に進む学生と
そうではなく，就職活動において「困難さ」を抱える学生とに二分されている．就職活動における「困難さ」は何に
よって構成され，外国人留学生と日本人学生とでは相違があるのだろうか．
経済産業省による「社会人基礎力」は，社会人として働く際に求められる能力として，日本での就職を希望する外
国人留学生にも同様に求められている．本稿では社会人基礎力を「組織や地域社会の中で多様な人々とともに仕事を
行っていく上で必要な基礎的な能力」と定義する．
インタビュー調査に基づき本稿では，社会人として求められる社会人基礎力と日本での就職を希望する外国人留学
生の就職における「困難さ」の構成要素との関係について明らかにすることを目的としている．
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1.2　日本における就職活動の課題
新卒一括採用が一般的な日本では，一定期間に多く
の企業の選考が集中している．そのため就職活動が始
まると講義への出席や卒業研究，論文作成に十分な時
間を取ることが難しい状況も生じうる．大学，短期大
学及び高等専門学校卒業・修了予定者に係る就職につ
いての提言を行っている文部科学省就職問題懇談会で
は，このような就職活動の早期化・長期化による学業
阻害に対して採用活動に取り組む企業に警鐘を鳴らし
ている．小杉（2007）や児美川（2012）も学業や留学，
課外活動等の大学生活の充実という観点から，就職活
動がもたらす課題について言及している．
就職活動の長期化は，アルバイトの時間の不足や交
通費の出費など経済的な苦しさを招くこともある．ま
た，自分が企業から不合格の連絡を受ける一方，周囲
の友人・知人が企業から内定を受けることは，社会か
らの疎外感・孤立感を強め，精神的にも追い詰められ
る．常見（2015）も指摘しているが，日本の企業の多
くが「採用基準が不明確であり，わからない理由で何
度も選考において不合格となる」ため，学生は自分自
身が否定されているように感じる．こうした状況がも
たらす，就職活動をめぐる自殺やうつなども社会問題
化しており，学業との両立には日本人学生も困難さを
感じている．
外国人留学生にはさらに日本語の課題も加わり，就
職活動の準備から内定を獲得して就職活動を終了する
までの期間に日本人学生以上に多くの時間を要する．
そのため，学業疎外や経済的困窮に陥りやすく，強い
ストレスを感じる可能性も高いことから，一層の困難
さを感じることが伺える．
1.3　日本における就職活動の特殊性
久保田（2018）では，2012年にクオリティ・オブ・
ライフ社が実施した「日本企業における高度外国人材
の採用・活用に関する調査」の結果を用いながら，外
国人留学生向けに日本企業への就職活動について解説
している．その中で日本企業が採用時に重視する能力
として，主に「日本語能力」「コミュニケーション能力」
「バイタリティ」「熱意（志望度）」などを挙げている．
それに対し，就職活動を経験した留学生が就職活動に
おいて苦労したのが「エントリーシートの作成」「筆
記試験」「面接試験」などで，日本語能力と日本の企
業文化の理解を必要とする日本独特の採用試験である
と述べている．同書では就職活動をめぐる一連の特殊
性を「日本の採用文化」と呼び，就職活動（採用方式，
採用時期，採用スケジュール，採用試験），採用基準，
雇用文化や制度などについて解説を加えている．
2014年に厚生労働省受託調査として三菱UFJリ
サーチ＆コンサルティングが実施した「大学における
留学生の就職支援の取り組みに関する調査」において，
留学生が回答した希望進路としては，「日本で就職し
たいまたは内定した」が54.3%で最も多く，次いで「日
本での就職活動を行ったが，採用に至らず，帰国また
は進学などの予定である」が15.6%となっている．一
方，卒業後実際に日本で就職しているのは外国人留学
生の27％であり，就職を希望している学生のうち，実
際に就職できたのは約半数となっている．そのため「就
職を希望したが帰国・進学」した外国人留学生は約
25%と全体の1/4を占めている．この1/4の学生は日本
での就職を希望したが就職がかなわなかった学生であ
る．
就職活動に取り組んだ外国人留学生のうち，就職環
境について日本人と比べて「非常に厳しい」「厳しい」
と回答している割合をみると文系（学部文系，修士文
系）で 8割弱，理系（学部理系，修士理系）で 6割弱
となっている．同調査では「日本での就職活動におい
て感じる困難」として，「自己分析や仕事・企業分析
がうまくできない（できなかった）」や「就職活動の
時間・コスト負担が大きい（大きかった）」，「筆記試
験への対応（できなかった）」が挙げられていた．厳
しいと回答した学生は，日本での就職活動において何
らかの困難さを抱えていたものと考えられる．その要
因として末松（2007）や袴田（2011），徳永（2013），
堀尾（2010）は，第一に外国人留学生の日本の就職活
動に対する知識不足から来る就職活動に取り組む時期
の遅さ，第二にビジネスレベルの日本語への対応が不
十分であることを指摘した．
困難さを解決できない要因は支援する側にもある．
予算や専門人材の確保の点からも留学生に特化した十
分な就職支援対策が行えていないのである．そのため
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同調査の対象校の約 8割が「ビジネス日本語講座の開
催」や「留学生向け対策講座の開催」を実施できてお
らず，外国人留学生が就職活動で求められる高いレベ
ルの日本語に対応することが難しいと言える．
多くの企業が日本人と同様の採用基準で選考を行っ
ているため，積極的に留学生採用を行っているかどう
かが明らかではないこと，日本語でのWebテスト受
験やエントリーシート作成等日本の採用文化への適応
が求められていることは，留学生にとっては就職活動
における困難さを感じる要素の一つとなっている． 
1.4　外国人留学生の日本での就職活動
2015年に経済産業省の委託調査として新日本有限責
任監査法人実施した「外国人留学生の就職及び定着状
況に関する調査」によれば，留学生や外国人社員が就
職活動中に困ったこととしては「就職活動の仕組みが
分からない」（社員 30.8%，留学生 33.8%）「日本語に
よる適性試験や能力試験が難しい」（同 30.5%， 
32.2%）が社員・留学生ともに回答が多かった．修士
課程の学生は加えて「日本語による書類の書き方がわ
からない」も挙げている．学部学生よりも日本の大学
における就学期間が短く，入学後すぐに就職活動を迎
える大学院生にとっては，日本語は就職活動における
困難さを特に感じる要素となっていることが伺える．
また，社員アンケートでは「入社後の仕事内容が不
明確」（37.7%），留学生アンケートでは「留学生向け
の求人が少ない」（38.5%） も多かった．前述のように
日系企業の多くが留学生も日本人と同様の採用基準で
選考しており，留学生に特化した求人を出している企
業は少ない．採用後のキャリアについても多くの日系
企業が留学生に対しても日本人同様，総合職としての
キャリアパスを考えており，専門性の高い業務に意欲
的な留学生の志向とは異なっている．一方，大学の就
職支援のための取組みで役に立ったものについては，
社員・留学生ともに「ビジネスで使える日本語に関す
る研修」（社員 45.3%，留学生 40.0%），「企業などへ
のインターンシップ」（同 40.1%，47.0%），「日本にお
けるビジネス・マナー，礼儀作法に関する研修」（同 
37.4%，42.0%）となっている．日本での就職活動を経
て社会人として働くためには，ビジネスレベルの日本
語の習得と日本における雇用慣習や企業文化，ビジネ
図2　就職活動中に困ったこと　社員アンケート
（出典：新日本有限責任監査法人（2015），p44）
図4　大学の取組で役立ったもの・あれば良かったもの
　社員アンケート
（出典：新日本有限責任監査法人（2015），p58）
図1　就職活動中に困ったこと　留学生アンケート
（出典：新日本有限責任監査法人（2015），p44）
図3　大学の取組で役立ったもの・あれば良かったもの
　留学生アンケート
（出典：新日本有限責任監査法人（2015），p58）
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ス・マナーの理解は必要不可欠と言える．
加えて留学生アンケートでは「留学生向けの個別の
就職カウンセリング」（40.2%）も多く，奨学金の受給
等の経済状況や日本語レベル，家族の状況など，日本
人学生以上に個々の状況や抱える課題の異なる留学生
にとって，個別支援の持つ意味も大きいと言える．
このような先行研究や調査において，外国人留学生
の日本での就職活動のなかで最も問題になるのが，日
本の採用文化への理解と適応の課題と言える．外国人
留学生にとっては，研究活動と並行しながらこうした
特殊な採用文化を理解すること，そしてさらにはその
ルールに対応し，母語以外の言語で応えていくことは，
多くの時間と労力を費やし，日本人学生以上に困難さ
を感じると言えよう．
1.5　就職における困難さ
大学生の就職における困難さは，環境による要因と
個人の特性に由来するものとの大きく 2つに分けて捉
えることができる．前者には，「就職氷河期」といっ
た言葉が好例となる景気の変動による就職の困難さ
や，児美川（2011）のような長期雇用や新規学卒者一
括採用といった雇用をめぐる環境の変化が若年者の就
職を困難にさせるといった議論などが含まれる．
一方，本稿が焦点を当てるのは，後者の個人の特性
に由来する困難さである．労働政策研究・研修機構は，
就職の際に難しさを「就職困難性」と呼び，新卒応援
ハローワークや地域若者サポートステーションで若年
者の就職支援に携わっている担当者を対象としたヒア
リング調査の結果をまとめた報告書（労働政策研究・
研修機構 2013），大学のキャリアセンターで学生の支
援を実際に行っている担当者へのヒアリング調査の結
果をまとめた報告書（労働政策研究・研修機構 2015）
等を通じて，学生等が抱える「就職困難性」の内容に
ついての検討を行っている．
大学のキャリア支援に注目した同機構（2015）では，
キャリア支援の必要性や受容度から学生を 5つの類型
に分類している．その第一は「支援不要型」で，「自
主活動型．支援を受けなくても円滑な就活ができる」
層である．第二は「受容型」で，「アドバイスを素直
に聞き，順当に就職が決まる」層である．第三は「反
発型」で，「現実に合わない自己流就活を貫く，アド
バイスを無視」するという．第四は「学内支援限界型」
で，「コミュニケーション不全，依存，支援効果に限界」
といった特徴を有し，「他所での対応必要，あるいは
現支援内容が当該学生の実情に合っていない可能性あ
り→学内で支援内容の再構築が必要」とされる．そし
て第五が「支援不能型」で，「来所しない→来所呼び
かけが常時必要」であったり「ひたすらエールを送り
続ける，相手が必要性を実感するまで待つ」といった
対応を取ったりする必要があると述べている．そして
これら 5つの類型のうち，第一と第二の類型に対して
は就職支援での困難は生じないものの，第三，第四，
第五の 3つの類型では就職支援に困難さが生じるとさ
れる（労働政策研究・研修機構 2015: 67）．深町（2017）
は，このような就職困難学生の特徴を表1に示した 7
つに整理している．
表1　就職困難学生の特徴（深町 2017: 31）
① 自己流の判断による困難
　・自己理解不足，進路適性分からず一貫性のない応募
　・こだわり・視野の狭さ
　・就職活動の方法に対する理解不足　等
②コミュニケーション上の問題
　・ コミュニケーションが苦手，会話ができない，挨拶
できない
　・アドバイスを聞く耳を持たない，素直でない
　・笑顔がない，孤立した印象　等
③不活発・無気力
　A： 無気力，動き出しに時間がかかる（モラトリアム
を含む）
　B：不利用・不登校のため行動を把握できない
　C：社会との接点が希薄
④親子関係，親の態度による困難
　A：親の価値観に押し切られて子が意思決定できない
　B：親の態度が子の就職活動にマイナス（放任等）
⑤依存傾向，自主性欠如
　・入学目的が不明瞭，希薄
　・職員に依存（良い求人を受け身で待つ　等）
⑥社会経験の希薄さ
　・ サークル，アルバイト等の学外活動の経験が極端に
少ない
⑦その他
　・応募書類に書けるようなアピール材料が少ない
　・自信喪失・劣等感の問題，学業不振　等
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就職や就職活動に対する理解の仕方や態度といった
個人の特性に関わるものが多く，実際には複合的な表
出が多いことが推測される．「②コミュニケーション」
「③無気力」「⑥社会経験の希薄さ」といった特徴など
は，進路選択の場面での問題に留まらない．なお，本
稿では直接取り扱わないが，進路選択の特性として，
本人のみならず家族の考え方や振る舞いも関わってく
るという点への指摘も重要であろう．
以下の分析では，こうした個人の特性も視野に入れ
ながら調査対象者が感じた就職活動における困難さの
実態について検討していく．
2 ．方法
2.1　調査時期・対象者
調査は，2018年 8 月から10月にかけて実施した．対
象者は，文部科学省「留学生就職促進プログラム」の
採択を受けて，東北イノベーション人材育成コンソー
シアムが2017年10月より実施している「東北イノベー
ション人材育成プログラム」（通称：DATEntre）に
参加している正規留学生で，日本での就職活動を終え
た学生10人である（表 2参照）．
2.2　定性調査（インタビュー調査）
インタビュー調査は， 1人につき60分程度，東北大
学キャリア支援センターにおいて半構造化面接法で実
施した．以下の質問項目の中で対象者にとって意味の
ありそうな事がらについては，掘り下げて深く尋ねた．
質問項目は次の通りである．
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国籍 中国 中国 中国 韓国 中国 中国 中国 中国 中国 中国
学生区分 大学院 大学院 大学院 学部 大学院 大学院 大学院 大学院 大学院 大学院
文理 文系 文系 文系 文系 文系 文系 理系 理系 文系 文系
日本語レベル N1 N1 N1 N1 N1 N1 N2 N2 N1 N1
母国での専攻 会計/日本語 日本語 日本語 ー 会計/日本語 日本語 工学 工学 － 日本語
母国での就業経験 無 有 無 無 無 有 無 無 無 無
就職する業界 IT IT IT 金融 金融 メーカー メーカー ゼネコン メーカー メーカー
志望業界 金融/IT コンサル/IT コンサル/IT メーカー/金融 金融 メーカー メーカー ゼネコン メーカー 特になし
入社企業の順位 第２志望 第２志望 第２志望 第2志望 第１志望 第２志望 第２志望 第１志望 第１志望 第1志望
日本人の友人 無 有 有 有 有 有 有 有 有 有
サークル等への加入 無 無 有 有 有 有 無 言及なし 無 有
日本での成功体験 無 有：交換留学 有：アルバイト 有：アルバイト 有：アルバイト 無 有：研究 有 有
大学以外の友人 無 有 有 有 有 有 無 有 有 有
就職活動仲間 有 有 有 有 有 有 無 有 無し 有
パートナー 言及なし 有 言及なし 有 言及なし 言及なし 言及なし 言及なし 有 言及なし
インターンシップ 参加 参加 参加 参加 参加 参加 不参加 参加 参加 参加
キャリア支援センターの利用 有 有 無 有 無 無 無 有 無 有
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2.3　定量調査
対象者の日本語能力を把握するために，DATEntre
参加時点で取得していた日本語能力試験（JLPT）の
レベル（N 1級～Ｎ 3級）を用いた．
また，東北イノベーション人材育成プログラムに参
加するための要件としている「SPOT90」（Simple 
Performance-Oriented Test Ver.90）の点数も参考と
している．SPOT90は運用力までを含めた全体的なお
およその日本語能力を短時間に測定するオンラインテ
ストであり，本稿では文法項目の知識を問う「文法
90」の得点，漢字語彙の音声処理能力を測る「漢字
SPOT50」の得点を日本語能力の検討要素として用い
た（筑波大学留学生センター 2013）．
さらに，社会人基礎力のうち，傾聴力を測ることを
目的とし，インタビュー調査の際に 5つの質問項目か
らなる質問紙調査を併せて実施した．ここで傾聴力に
着目した理由は，傾聴力が高いことが内定獲得の有無
と関連していたという日本人学生を対象とした高橋
（2016）の先行研究を踏まえて，留学生にも同様のこ
とが該当するかどうかを確認するためである．
3 ．結果
3.1　対象者の基本属性
国籍は，中国が 9人，韓国が 1人であった．
調査対象者の基本属性は表 2のとおりである．母国
での就業経験については，経験ありが 2名，経験なし
が 8名であった．学年は，学部 4年生が 1人，大学院
修士 2年生が 9人であった．文理の区分では，文系が
8人（うち文学 3人，経済学 5人），理系が 2人（い
ずれも工学）であった．
就職活動に関しては，インターンシップへの参加経
験ありが 9名，経験なしは 1名であった．大学のキャ
リア支援センターの利用については，経験ありが 5名，
経験なしが 5名であった．また，10人全員が内定を獲
得していた．内定先の志望順位をみると，第 1志望が
5名，第 2志望以下が 5名であった．内定獲得社数は，
1社が 5名， 2社が 2名， 3社以上が 3名であった．
なお，定量的には日本語能力試験のレベルは，対象
者10人のうち 8人がN 1級で全員が文系学生であっ
た．N 2級の 2名は理系学生で就職内定を得たのは，
メーカーおよびゼネコンのエンジニア職であった．
SPOT得点（90点満点）は，平均点80.8点，標準偏差5.03
点であった．文法得点（90点満点）は，平均点77.6点，
標準偏差9.00点，漢字得点（50点満点）は，平均点
47.7点，標準偏差1.06点であった．また，傾聴力（20
点満点）は，平均点16.8点，標準偏差1.40点であった．
以上の得点については，10人の間に大きな差異はな
く，概ね高い日本語・傾聴の力を有していたといえよう．
3.2　定性調査（インタビュー調査）の結果
3.2.1　志望企業の選択
外国人留学生の採用については，労働政策研究・研
修機構（2008:18）においても専門性や語学力等の留
学生としての特異な能力が評価されるのではなく，日
本人学生も含めた応募者のなかで「国籍に関係なく優
秀な人材を確保するため」に採用していると述べられ
ている．そのため採用の門戸は開かれているが，必ず
しも外国人留学生の採用に積極的とは限らない企業も
多い．しかし外国人留学生にとって，就職活動の準備
には多くの時間と労力を費やすため，企業が実際に外
国人留学生を採用し，入社後も活躍しているかどうか
は企業選択の際に重要な要素となっている．
新日本有限責任監査法人が2015年に実施した「外国
人留学生の就職及び定着状況に関する調査結果」でも，
就職活動において外国人留学生が感じる障壁の一つと
して，「外国人留学生向けの求人情報が少ないこと」
が挙げられている．そのため次のように，外国人留学
生の先輩が内定を獲得したことや社員として活躍して
いることは，採用の可能性があることを示す安心材料
の一つと言える．
　
 留学生の先輩が銀行に内定したという話を聞き，留
学生でもいろいろな可能性があることを知り，金融
機関を受けようと思いました．（Aさん）
 仕事内容や雰囲気，同じ大学出身の先輩留学生が海
外事業部で入社 3年目から活躍している様子を知
り，座談会やOBOG訪問でさらに詳しく話を聞い
て決めました．（Jさん）
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 内定先の企業は留学生の先輩社員もいます．部長ク
ラスの元留学生もいます．（Iさん）
内定先の先輩留学生が「海外事業部で入社 3年目か
ら活躍」（Jさん）する様子や，「部長クラス」（Iさん）
に昇進していることは，入社後も留学生だからと不利
益を被ることなく，能力があれば順調にキャリアを歩
んでいけることを示しており，入社を検討するための
一つの判断基準となる．
外国人留学生たちは就職活動時と同様に情報収集を
行い，入社後の自分のキャリアプロセスをイメージし，
そのイメージについて納得できる場合，内定を得た企
業への入社を決め，就職活動を終了している．
今回聞き取り調査を実施した10名の学生は，いずれ
も志望業界において，従業員数300名以上，資本金 3
億以上の大手企業に 1社以上の内定を得た後，自分の
意志で就職活動を終了しており，本稿で「就職活動に
成功した」と定義する学生である．しかし聞き取り調
査の結果からは,就職活動に成功した学生であっても，
就職活動において大きくわけて 4つの困難を感じてい
たことが明らかになった． 
3.2.2　就職活動における４つの困難：①時間管理
聞き取り調査を実施した10名の学生のうち 9名は母
国で大学を卒業後，大学院から日本に留学している．
そのため大学院修了後に日本企業への就職を希望する
場合，入学から修了までの 2年間で修士論文の作成，
アルバイト，就職活動に取り組むことになる．母語で
はない言語で修士論文の作成や就職活動に取り組むた
め，日本人学生以上に時間が必要となり，時間管理に
対して次のような言及があった．
 就職活動で大変だったことは時間がなかったことで
す． 3月から就職活動を始めて研究も忙しく，すべ
てが重なってしまいました．資料収集，SPI準備，
面接の準備等．本格的に始めたのが11月だったので，
夏から始めれば良かったと思っています．（Eさん）
 
 金融機関の面接は回数も多く，外国人にとっては厳
しいです．聞かれることは志望動機や学生時代頑
張ったことで，珍しいことではないので，こうした
面接練習が足りなかったのかもしれません． 3月か
ら始めましたがもっと前から取り組んでおけば良
かったかもしれません．（Jさん）
 2 年前に戻ったら院生の 1年の夏休みから始めた方
が良いと思う． 1年の夏休みは研究も始めたばかり
でわかっていませんでした．中国では 4年生の10月
から就職活動が始まります．日本で就職活動をする
なら修士 1年生の夏休みでインターンシップに参加
するのが良いと思います．（Gさん）
　
就職活動を経験した外国人留学生たちは，自分の就
職活動を振り返り，「時間がなかった」（Eさん）「もっ
と前から取り組んでおけば良かった」（Jさん）「 2年
前に戻ったら 1年の夏休みから始めた方が良い」（G
さん）等，準備に多くの時間を要することについて言
及していた．「日本の採用文化」の特殊性を理解し，
同時並行で複数社の受験に際して情報収集や企業研
究，面接やエントリーシート等の準備を行い，修了に
向けて研究も進めることは容易ではない．末松（2010）
も指摘しているが，サークル等の課外活動に参加して
おらず，日本人学生との積極機会も少ない外国人留学
生は，先輩や友人のネットワークの範囲が狭く，就職
活動に関する情報が入りにくい．しかし日本の多くの
企業が現在でも新卒一括採用システムを取っており，
就職活動の時期も決まっているため，日本で就職する
ためには，学生たちは特定期間に様々な事柄が集中す
るなか，同時並行で物事を進めていく必要があり，時
間管理は大きな課題となっている．
3.2.3　就職活動における４つの困難：②日本語
「日本企業における留学生の就労に関する調査（労
働政策研究・研修機構 2009:55）においては，「留学生
が日本で就職する上で障害となっていること」として
最上位に挙げられていたのが「SPI（総合適性検査）
など日本独自の筆記試験が外国人には難しい」（34,4％）
であった．SPIや面接，エントリーシート作成等の準
備に多くの時間を要する就職活動は，日本人学生に
とっても初めての経験であり，困難を感じ，多くの学
生が疲弊する（常見，2015）．外国人留学生の場合は
こうした準備において，日本語の意味を理解すること
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や正しい日本語表現であるかの確認に時間を要するた
め，さらに困難性が高くなると言える．
 留学生は日本語が母語ではないので，自分の考えた
ことを120％言い表せているのかわかりません．制
限がある状態で自分の言いたいことが本当に伝わっ
ているのか確認する意味でも友人に面接練習やエン
トリーシートを見てもらいました．日本人の友達に
も見てもらっています．（Cさん）
 大変だったのはSPIです．読む速度，理解速度共に
早く，留学生には大変です．練習が足りずに落ちた
企業もあります．（Aさん）
 テストセンターのテストは 7回くらい受けました．
留学生には知らないことも多く，とても大変です．
Webテストも形式が全然違います．こうした形式
の違いを事前に知った方が良いと思います．（Bさ
ん）
 1 回 1 回面接官も違い，どうしたら自分を好きに
なってもらうか，とても難しかったです．ある企業
では7回面接もありました．面接者の裁量に多くを
与えられ，何を基準に選ばれているのかが不明でし
た．（Jさん）
 日本語の問題というのか，相手がこの質問を投げて
くる意図は何で，どう返したらよいか，理解はでき
るのだけれど返す言葉が即座に明確には見つからな
いです．（Eさん）
今回，面接調査を実施した学生のうち文系学生は全
員が日本語能力試験の最上位レベルであり，「幅広い
場面で使われる日本語を理解することができる」とさ
れるN1級，理系学生でも「日常的な場面で使われる
日本語の理解に加え，より幅広い場面で使われる日本
語をある程度理解することができる」とされるN2級
の日本語能力を有している．それでも「制限がある状
態」（Cさん）「留学生には大変」（Aさん），「とても
大変」（Bさん）「とても難しかった」（Jさん）「返す
言葉が即座に明確には見つからない」等，日本語での
エントリーシート作成やSPI，面接に対する難しさに
ついて言及し，準備に多くの時間を費やしていた．
2018年11月 8 日にDATEntreプログラムの一環と
して開催した「留学生のための就職活動準備講座」に
おいても，「就職活動に関して不安な事柄」として回
答した39名の学生のうち，37名の学生が「日本語」を
挙げていた．ここで日本語とは，日本語能力テストで
示される日本語能力，文章作成や会話などの日本語を
使用したコミュニケーション，Webテスト等での日
本語の意味する事柄への理解と日本語に関連するあら
ゆる内容を含んでいる．外国人留学生にとっては就職
ナビサイトでの情報検索，説明会や交流会による企業
の情報提供や質疑応答等，就職活動の入り口から日本
語の壁が立ちはだかっている．日本の就職活動では，
専門能力が高くともSPIやエントリーシートといった
最初のハードルを越えられない限り，次のステップに
進むことができない．文系学生の志望度が高いコンサ
ルティング業界は，多くの企業で複数回の面接を実施
しており，短いやり取りのなかで自分の考えを適切な
日本語で簡潔に述べることは容易ではない． 
経済産業省（2006）では，社会人基礎力に関連して
コミュニケーション能力，実行力，積極性を「多様な
人々との『チームワーク』により新しい価値を創出す
る際に必要な能力」と言及している．社会人基礎力の
構成要素でもあるチームワークは，「発信力」「傾聴力」
「柔軟性」「状況把握力」「規律性」「ストレスコントロー
ル力」を能力要素としている，日本語での面接やエン
トリーシートの作成には，「発信力」「傾聴力」「柔軟性」
「状況把握力」とあらゆる要素が求められている．
3.2.4　就職活動における４つの困難：③傾聴力
髙橋（2016）は日本人学生を対象とした先行研究に
おいて，傾聴力の高さと内定獲得の有無との関連性を
指摘しており，次の言及から外国人留学生にも該当す
ることが指摘できる．
 就職活動を終えたばかりの先輩が情報をくれ，面接
の受け答え，フィードバック等，たくさんあり，改
善もたくさんできました．（Bさん）
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 エントリーシートを学生スタッフにも何度も見ても
らってエピソードを深掘りしました．（Fさん）
 留学生の先輩から話を聞くことで何を仕事にするの
かもわかるし，その仕事にも興味を持つこともでき
るし，イメージできてよかったです．（Dさん）
エントリーシートや面接の相談をした際に受けたア
ドバイスに対し，「改善もたくさんできました」（Bさ
ん），「何度も見てもらってエピソードを深掘りしまし
た」（Fさん）と反応している．第 1章 3節で述べたキャ
リア支援の 5つの類型において「受容型」は，「アド
バイスを素直に聞き，順当に就職が決まる」とされて
いる．経済産業省の定める社会人基礎力において傾聴
力は，「相手の意見を丁寧に聴く力」と定義されている．
「受容型」に該当する学生は，社会人基礎力としての
傾聴力を有する学生に該当するが，このタイプの学生
は「アドバイスを素直に聞き，理解し，行動に移すこ
とで順当に就職が決まっている」と言える．
今回インタビューした学生全員がアドバイスを受け
る前にSNSや就職情報サイトを利用し，各社の採用
選考プロセスについて事前に調べていた．情報収集を
した後，関心のある業界や企業を受けた先輩から，座
談会やOBOG訪問等を通じて直接，相談や情報収集
の機会を得ていたBさん，Dさんの行動は，相手の意
見を丁寧に聴き，理解した結果として考えられる．
3.2.5　就職活動における４つの困難：④ストレス
就職活動における努力は必ずしも報われるわけでは
なく，評価基準も企業によって異なり，明確な基準が
あるわけではない．
就職情報会社最大手の株式会社リクルートキャリア
の運営する就職情報サイト「リクナビ2020」によれば，
2020年卒の大学生を対象として総合職として求人を出
している企業は2,887社，一方で専門職として求人を
出している企業は458社となっている．ここで専門職
とは薬剤師等の国家資格を有するもの，映像制作等の
国家資格は要しないが専門知識を要するものの双方を
含んでいる．
総合職として採用される場合，エントリーシートや
面接を通じて将来，自社の組織文化に適応し，他の社
員と円滑な関係を構築しながら活躍できるかどうかと
いう可能性が評価される．
そのためこれまでの学業における試験勉強と異な
り，時間をかけて努力した成果が結果に結び付くとも
限らない．エントリーシートや面接を通じて評価され，
採用されない場合には，自分という人間が否定されて
いるように感じ，強いストレスを感じる．
しかし，学業成績も優秀でサークルやアルバイト等
の課外活動にも積極的に取り組み，早期より就職活動
を意識し，インターンシップへの参加や十分な企業研
究・業界研究，面接対策を行ったにもかかわらず，最
終選考で落とされることもある．中本（2010）が，優
秀な学生が必ずしも優秀な働き手とは限らないという
事実を知ることが就職活動において重要であると指摘
しているように，優秀な学生が必ずしも就職活動で成
功するわけではない．
そのため，自分より学業成績が悪く，課外活動に積
極的ではない，就職活動への対策が十分とは言えない
友人・知人が自分の志望企業から内定を得ることもあ
り得る．また，内定を持っている友人が続々と出てく
ることも強い焦燥感やストレスの原因となっているこ
とが伺える．
 結果が来るまでには，どうなっているのだろうとと
てもストレスが溜まります．（Aさん）
 友達が早い段階で内定をもらったことを聞いた後，
ストレスを感じました．また， 2日で 3つの面接を
受けたりすると，健康面でも心の面でもストレスも
大変でした．ちゃんと準備し，親友からもアドバイ
スをもらい，一緒に頑張っている友達もいることが
励みになりました．（Jさん）
　
 一番辛かったのは 3月～ 5月です．友達が内定をも
らったという話を聞き，自分はもらっていなかった
ので焦りました．（Eさん）
 みんなが内定を持っているようになると，友達には
恥ずかしくて相談できませんでした．キャリア支援
センターはそういうことがないので，相談しやす
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かったです．（Dさん）
自分は内定をもらっていないのに「友達が早い段階
で内定をもらった」（Jさん）「友達が内定をもらった」
（Eさん），「みんなが内定を持っている」（Dさん）と
いう状態では，将来に対する不安や焦燥感から「どう
なっているのだろう」（Aさん）と強いストレスを感
じることになる． 
外国人留学生の場合，就職が決まらなければ在留資
格を失い，帰国という選択肢も出てくるため，日本人
学生以上に就職が進路に大きな影響を及ぼす．また，
就職活動自体も日本語の問題もあり，日本人学生以上
に同時進行で進めなければならない事柄が多く，時間
が足りず，強い焦燥感やストレスを感じることになる．
そうしたなかで就職活動を続け，就職内定を得るため
には，社会人基礎力の構成能力でもある高い「ストレ
スコントロール力」が求められる．
4 ．考察
前述した外国人留学生が日本での就職活動において
感じる 4つの「困難さ」は，それぞれに該当する内容
について表 4のように整理することができる．
このうち「日本語の課題」は外国人留学生特有の課
題である．また「傾聴力の課題」は，日本語が母語で
ない外国人留学生にとっては日本語でのコミュニケー
ションの問題もあり，日本人学生以上に困難となって
いる．今回，聞き取り調査を行った学生は，前述のよ
うに他の外国人留学生と比較した場合に日本語能力が
高く，日本人の友人や相談窓口とネットワークを持つ．
こうしたことから社会人基礎力における「チームワー
ク」の構成能力である「状況把握力」「発信力」を満
たすなど，早い段階で日本語を使った日本での就職活
動を意識している．一方でN1級を有する日本語能力
が高い学生でも，日常生活の中で日本人と接点がない
場合，日本語を使って会話やメールを行う機会がない
ため，就職活動で求められる日本語を理解し，簡潔で
的確な回答を行うことは容易ではない．
表 1の A ～ Jの学生は，日本語の課題を早期に解
決でき，日本の採用文化の理解と適応に時間を使うこ
とができたため，就職活動にも成功したと考えられる．
しかし，こうした日本語能力の高い学生でも，日本の
採用文化を理解し，自分の思いを的確に表したエント
リーシートを作成し，面接で求められる回答をするた
めには，日本語に多大な時間を要し，時間が足りなかっ
たと感じている．そのため日本語能力の低い学生や日
本語能力が高くとも日本人との接点を持たない学生の
場合，「どの場面でどの言葉を選択し，自分の思って
いることを的確に表現する」という日本語の理解力や
運用能力を高める時間も含め，日本語にさらに多くの
時間を要すると言える．
今回の聞き取り調査の結果を表 1の「就職困難学生
の特徴」に当てはめて考えた場合，留学生特有の日本
語の課題や日本の採用文化に対する理解は「⑦その他」
に該当すると考えられる．
外国人留学生たちは日本人学生以上に様々な経験を
しており，「応募書類に書けるようなアピール材料」
も多数有している．しかし，日本の採用文化への理解
不足から，どのようなエピソードを求められているの
か，何を答えれば良いのかもわからず，企業側が望む
ようなエピソードを紹介できない場合も少なくない．
筆者が相談を受けるなかでも，エントリーシートにな
ぜ今話している経験を書かず，この経験を書いてし
まったのかと思うことも少なくない．
また，求められているエピソードを理解できた場合
でも，わかりやすく伝えるための文章の構成や適切な
表現がわからず，伝えたい内容が魅力的な事柄として
映らないことも珍しくない．これは発信力と傾聴力の
不足であることが指摘できる．しかし，日本における
就職活動について，経験と知識のある第三者に相談し
ない場合，自分のエントリーシートの内容や日本語表
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このうち「日本語の課題」は外国人留学生特有の課
題である．また「傾聴力の課題」は，日本語が母語で
ない外国人留学生にとっては日本語でのコミュニケー
ションの問題もあり，日本人学生以上に困難となって
いる．今回，聞き取り調査を行った学生は，前述のよ
うに他の外国人留学生と比較した場合に日本語能力が
高く，日本人の友人や相談窓口とネットワークを持つ．
こうしたことから社会人基礎力における「チームワー
ク」の構成能力である「状況把握力」「発信力」を満た
すなど，早い段階で日本語を使った日本での就職活動
を意識している．一方で N1 級を有する日本語能力が
高い学生でも，日常生活の中で日本人と接点がない場
合，日本語を使って会話やメールを行う機会がないた
め，就職活動で求められる日本語を理解し，簡潔で的
確な回答を行うことは容易ではない． 
表 1 の A～J の学生は，日本語の課題を早期に解決
でき，日本の採用文化の理解と適応に時間を使うこと
ができたため，就職活動にも成功したと考えられる．
しかし，こうした日本語能力の高い学生でも，日本の
採用文化を理解し，自分の思いを的確に表したエント
リーシートを作成し，面接で求められる回答をするた
めには，日本語に多大な時間を要し，時間が足りなか
ったと感じている．そのため日本語能力の低い学生や
日本語能力が高くとも日本人との接点を持たない学生
の場合，「どの場面でどの言葉を選択し，自分の思って
いることを的確に表現する」という日本語の理解力や
運用能力 高める時間も含め，日本語にさらに多くの
時間を要すると言える． 
今回の聞き取り調査の結果を表 1 の「就職困難学生
の特徴」に当てはめて考えた場合，留学生特有の日本
語の課題や日本の採用文化に対する理解は「⑦その他」
に該当すると考えられる． 
外国人留学生たちは日本人学生以上に様々な経験を
しており，「応募書類に書けるようなアピール材料」も
多数有している．しかし，日本の採用文化への理解不
足から，どのようなエピソードを求められているのか，
何を答えれば良いのかもわからず，企業側が望むよう
なエピソードを紹介できない場合も少なくない．筆者
が相談を受けるなかでも，エントリーシートになぜ今
話している経験を書かず，この経験を書いてしまった
のかと思うことも少なくない． 
困難さ 時間管理 日本語 傾聴力 ストレス
企業情報の収集 採用文化の理解 ネットワークがある 採用文化への適応
インターンシップ参加 書類作成準備 聞くための準備をする 選考基準の不明瞭さ
説明会参加 書類作成 アドバイスを受ける 複数選考の同時進行
SPI対策 書類添削・修正 話を丁寧に聞く 最終選考での不合格
面接対策 Webテスト練習 話を素直に聞く 自己効力感の喪失
論文作成準備 面接練習 話を理解する 周囲に対する焦燥感
ゼミ発表 面接フィードバック 行動に移す 進路に対する不安
言及された課題や
機会の不足
表4　日本での就職活動において
外国人留学生が感じる困難さ
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現が十分ではないことに気づくことができない．その
ためなぜ選考に通らないのかもわからず，内定を得ら
れないことで「自信喪失」につながり，就職活動に行
き詰ることになる．
日本の採用文化について理解し，選考を通過するた
めには， 相談できる第三者とのネットワークを持つこ
と，就職活動を経験した先輩留学生や就職活動を通じ
た友人と情報を交換し，最新の情報を得ることも必要
になる．
ここで求められるのがネットワークを持つためのコ
ミュニケーション能力と相手の話を丁寧に聞くことの
できる傾聴力，自分の考えを伝えるための「発信力」
である．表 1には就職困難性の 1つとして②「コミュ
ニケーション上の問題」が挙げられていたが，今回聞
き取り調査を行った学生たちは，積極的に就職活動仲
間と情報交換し，先輩留学生に相談した後，エントリー
シートを書き直すなど，「アドバイスを聞く耳を持た
ない」「素直ではない」「コミュニケーションが苦手」
の対極に位置している．
次に日本人学生と同様に困難を感じた事柄として
は，「時間管理（就職活動時のスケジュールの管理）」
と「ストレス（就職活動時に感じるストレス）」の 2
点を挙げることができる．
就職活動時のスケジュールを管理するためには事前
の情報収集，先輩留学生との相談を通じ，就職活動の
際に必要な準備を把握し，自分なりの就職活動スケ
ジュールを立てる必要がある．そのためにはネット
ワークを活用して情報収集や相談を行い，そこで得ら
れた情報をもとに業界研究・企業研究を進め，エント
リーの準備をする必要がある．日本では新卒採用にお
ける採用活動の時期が決まっているため，複数の企業
の選考が一定期間に集中している．限られた期間内に
複数の企業の選考を受け，エントリーシートや面接の
準備を同時並行で進めなければならず，多くの学生が
時間が足りないと感じていた．外国人留学生の場合，
日本語の確認に時間を要することから，日本人学生以
上に，スケジュールの管理は重要な要素であり，それ
によって「就職活動時に感じるストレス」の軽減に寄
与することになる．
しかし第 3章第 2節第 5項でも述べたが，早期より
就職活動に取り組み，入念な準備を行ったにもかかわ
らず，就職活動が順調に進まないことも珍しくない．
周囲の友人が内定を得ていくことで一層強い焦燥感や
ストレスを感じることになる．その際に日本の就職活
動について経験と知識を持つ友人，先輩，キャリア支
援センター等の相談できる相手とのネットワークを持
つことは，必要とする支援を受けることのできる可能
性を高めることにもつながる．それによって現状を見
つめ直し，新たに就職活動に取り組むためのアドバイ
スを受けることで，順当に就職が決まる可能性が高く
なると言える．
「東北イノベーション人材育成プログラム」は2017
年 9 月に文部科学省委託事業留学生就職促進プログラ
ムの一つとして採択され，プログラムがスタートした．
東北イノベーション人材育成プログラムに参加してい
る学生は，日本での就職活動における日本語の必要性
を理解し，ビジネスレベルの日本語の習得に努めてい
る．キャリア支援センターには多くの外国人留学生が
相談に訪れるが，それらの学生のなかには，日本での
就職を希望していながら日本語での意思疎通が難しい
者もいる．こうした学生は日本での就職に際し，日本
の採用文化を十分に理解しておらず，選考を受けるた
めに必要な準備の時間が足りず，日本での就職を断念
することもある． 
外国人留学生の就職支援は，経済産業省と文部科学
省が2007年～2012年に共同で実施したアジア人財資金
構想起点として，より効果的な就職支援のための実践
と研究が共に進められてきた．童・綾部・野田（2017）
では，就職活動に成功した外国人留学生の定着支援の
重要性に言及しているが，受け皿拡大のためにも外国
人社員の定着は重要な課題となっている．
日本における外国人留学生を取り巻く就職環境は，
インターンシップの浸透，就職スケジュールの早期化・
長期化による環境変化，日本で就職を希望する外国人
留学生数の増加と共に新たな課題が生まれている．今
後，より多くの外国人留学生の就職をサポートしてい
くためには日本人学生同様に定期的にセミナー等の形
式で就職活動全般についての幅広い支援を行うと共
に，その背景にある日本の採用文化，日本語や日本文
化への理解を促し，外国人留学生の良さを発揮できる
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ようなサポートを進めていく必要がある．
個別のサポートもその一つであり，事例を積み重ね
ることで日本の就職活動における外国人留学生特有の
「困難さ」をさらに具体的に捉えることにより，「困難
さ」を打破するための効果的なサポート方法について
も明らかにしていきたい．
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次の 5 つの質問にご回答ください。 
自分の考えに近いものを 1 つ選び，番号に〇をつけてください。 
 
（１） 面談をしているとき、相手に積極的に話してもらうために、どうしますか。 
①話題のポイントを話してもらう 
②なんでも良いから話してほしいと告げる 
③質問点・不明点を聞き、教えてもらう 
④面談で知りたいことは何かを告げる 
（２） 面談をしているとき、相手の話をよく聴いていることを表す場合に、どのような態度を取りますか。 
①相手の顔、とりわけ目を見て聴く 
②話の内容を踏まえてあいづちを打って聴く 
③相手の話の途中で、質問を投げかける 
④口を挟まず、相手の話をじっと聴く 
（３） 会話の中で相手に質問する場合に、どうしますか。 
①イエスかノーで答えられる質問を多くする 
②相手に多く話してもらうために質問はできるだけ少なくする 
③相手の考えが、いろいろと出てくるような質問をする 
④疑問点、不明点などを具体的に質問する 
（４） サークルの新入生が歓迎会で緊張しています。会話を盛り上げるために、どうしますか。 
①できるだけ聞き役に回り、相手に話してもらう 
②互いに自由にモノが言えるムードをつくる 
③あれこれ考えないで、自然にしている 
④かたい話はせず、冗談まじりの話し方をする 
（５） 相談をされた相手の話の結論がよくわかりません。相手の結論を引き出すにはどうしますか。 
①話が長い場合には、早く結論を言うように促す 
②相手の話の結論を自分なりに整理する 
③最後まで聞き、結論をまとめて相手に確認 
④結論を言うかどうかは相手の判断に任せる 
 
 
